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脱炭素社会実現に向けたバイオマスの貢献：
これからの20年を見据えて
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本日のお話

nなぜ脱炭素化か？
l バイオマスの新たな役割

nエネルギー長期シナリオに見るバイオマスの位置づけ
nバイオマス資源ポテンシャルの地域的相対性

l 持続可能な地域づくりのためのバイオエネルギー利用
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大雨の頻度の増加
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提言「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」

n 気候変動は顕在化しているとの認識
l IPCCのレポートでは「気候システムの温暖化には疑う余地はない」
とされ、実際の気象現象でも気候変動の影響が顕在化

n 将来の降雨量の変化倍率（暫定値）
l ＲＣＰ2.6（２℃上昇相当）を想定した、将来の降雨量の変化倍率は
全国平均約1.1倍

n 治水計画の見直し
l パリ協定の目標と整合するRCP2.6（2℃上昇に相当）を前提に、治
水計画の目標流量に反映し、整備メニューを充実。将来、更なる温度
上昇により降雨量が増加する可能性があることも考慮。

l 気候変動による水災害リスクが顕在化する中でも、目標とする治水安
全度を確保するため、河川整備の速度を加速化
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止まらないCO2排出
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上昇する気温（世界）

Source) IPCC(2018) Summary for Policymakers. In: Global Warming of 1.5°C. An IPCC Special Report
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上昇する気温（日本）
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分水嶺だった2015年
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IPCC1.5℃特別報告書の衝撃
n少なくとも5年に1回、深刻な
熱波を被る世界人口の割合
l 2℃：37％
l 1.5℃：14％

n海洋漁業の漁獲量の減少量
l 2℃：300万t
l 1.5℃：150万t

n北極に海氷がない夏
l 2℃：10年に1回
l 1.5℃：100年に1回
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シナリオ次第でBECCSで帳尻をあわせる必要

Source) IPCC(2018) Summary for Policymakers. In: Global Warming of 1.5°C. An IPCC Special Report
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BECCSとは？

Source) Acatech (2019) Biomass: striking a balance between energy and climate policies
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BECCSを拡大することの負の影響

Source) IPCC(2019) Summary for Policymakers. In: Climate Change and Land. An IPCC Special Report
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自然資本に基づく社会・経済を構築できるか？

Source) Stockholm Resilience Centre
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効率化と自然エネルギー

Source) IRENA(2019) Global Energy Transformation: A roadmap to 2050 (2019 Edition) 
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電力部門でのバイオエネルギーの貢献は限定的

Source) IRENA(2019) Global Energy Transformation: A roadmap to 2050 (2019 Edition) 
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自然エネルギー発電コストの低下

Source) IRENA(2019) Renewable Power Generation Costs in 2018
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セクター・カップリング：電化シナリオの台頭

Source) IRENA (2018) Power system flexibility for the energy transition 
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熱利用部門の脱炭素化対策の方向性
n部門により必要な温度帯が異なり、対策が異なる

温度帯
部門 対策技術

産業 業務
・家庭

再エネ電気利用
（電化） 再エネ熱利用

高
（1,700℃未満） ◎ 電気炉

バイオマス
（工業炉での直接燃焼）
水素（再エネ由来）

中
(200℃未満) ◎ 電気炉

ヒートポンプ（120℃未満）
バイオマス
（蒸気ボイラー）

低
(100℃未満) ○ ◎

ヒートポンプ
排熱・未利用熱
地中熱ヒートポンプ
太陽熱
バイオマス

＜部門ごとの需要温度帯と脱炭素化対策技術＞

注）高い温度帯での熱需要、及び原材料由来のCO2排出（高炉鉄鋼業、セメントなど）に対してCCSを用いる必要があるかもしれない。

地域熱供給
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輸入バイオマスVS輸入水素

Source) Aldephi (2019)
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水素とバイオガスのシステム統合

Source) IRENA (2018) Biogas for Road Vehicles; Technology Brief
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素材部門で高まるバイオマスの貢献

Source) Material Economics (2019) Industrial Transformation 2050 – Pathways to Net-Zero Emissions from EU Heavy Industry

<プラスチック製造のインプットの変化>

◆サーキュラー・エコノミー

◆新規プロセス ◆CCU

10
0万
t/年
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サーキュラー・エコノミー

Source)Ellen MacArthur Foundation
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廃棄物処理も姿を変える?

Source) IEA Bioenergy (2018) The Role of Anaerobic Digestion and Biogas in the Circular Economy
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交通部門の脱炭素化：バイオ燃料

＜交通部門における最終エネルギー消費（2℃シナリオ）＞

Source) IEA(2017) Technology Roadmap Delivering Sustainable Bioenergy
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日本は本当に森林国か？
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日本には相対的に森林資源が豊富な地域がある！
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オーストリアにおけるバイオエネルギー：過去
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Source) Federal Ministry Republic Austria Sustainability and Tourism (2018) Draft Integrated National Energy and Climate Plan for Austria  
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オーストリアにおけるバイオエネルギー：将来
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Source) IEA Bioenergy Task 40 (2015) Country Report: Austria 2014 
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バイオエネルギー村の事例

nHeubach村（ドイツ）
l 100戸の住宅に対して、バイオマスによる地域熱供給（2014年から）
l 熱供給網は総延長5.2km

n設備
l 小型ガス化発電：Spanner社製
（45kWe）

l 乾燥チップボイラー：
ETA社製（300kW×2、200kW×１）

n経済性
l 熱単価は6ct/kWh
l 電気はEEGで販売（20ct/kWh）し、
プラント運営のプラスに

l 総工費は230万€
– 住民の出資、融資・補助金

l チップ消費量：1,800m3
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福島県の市町村の森林資源
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只見町
昭和村

金山町

川内村

北塩原村

南会津町

いわき市福島市郡山市
喜多方市

注）現住人口ゼロの自治体を除く
出典）福島県現住人口調査年報（平成30年版）、福島県森林・林業統計書（平成28年度）
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家庭部門における負担
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出典）環境省(2019)
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熱利用政策の必要性：日独比較から

出典） 各種資料より作成

ドイツ 日本
再生可能エネルギー熱目標 14%（by 2020）

12.9% (2015)
4.1%（by 2030）
1.5%(2013)

再エネ熱政策 家庭 EEWarmeG
MAP (PartA, B) 

ZEH
業務・産業 - 省エネ投資促進に向け

た支援補助金（ZEB・
ZEHや、高効率照明・
空調への変換なども含
む）

地域熱供給政策 - KWKG (CHP Act)
- Loan by KfW
- Warmenetzsystem
4.0

- 分散型エネルギー・イ
ンフラプロジェクト
（総務省）

コジェネ政策 - KWKG (CHP Act) - 導入補助あり

＜日独の再エネ熱利用政策の比較＞
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Future is not the thing to 
predict, but to choose.

- Jørgen Norgard 


